
－1－

広報  

K U N I M I

2　0　0　4

6
NO.372

●平成16年6月 

国見町合併50年……………………………………2 
伊達7町合併協議会………………………………8 
期日前投票が始まります…………………………9 
社会を明るくする運動…………………………10 
5月のグラビア……………………………………12 
保健だより………………………………………13 
インフォメーション……………………………14 
生涯学習つうしん………………………………16

　藤田保育所の子どもたちと、桑折町緑

風園のおじいちゃんおばあちゃんたちが

一緒になりサツマイモの苗を植えました。

5月27日、緑風園内にあるふれあい農園

では、すばらしい天気の下、苗を植え付け、

水をやりました。 

　秋にはまた一緒に掘り起こします。そ

れまで、おおきく育ってね。 
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－2－（広報くにみ6月号）

▲合併当時の庁舎（Ｓ３０．９）

年 



－3－ （広報くにみ6月号）

　

５
月　

日
、
観
月
台
文
化
セ

２６

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
記
念
式
典

を
行
な
い
ま
し
た
。

　

町
議
会
議
員
、
各
種
団
体
の

皆
さ
ん
な
ど
約
３
０
０
名
の
出

席
に
よ
り
行
な
わ
れ
た
式
典
に

は
、
来
賓
に
佐
藤
栄
佐
久
福
島

県
知
事
を
は
じ
め
、
県
関
係
、

管
内
町
長
、
議
長
、
長
崎
・
大

分
国
見
町
長
、
議
長
が
臨
席
し

ま
し
た
。

　

式
辞
で
冨
永
町
長
は
「
国
見

町
が
本
日
ま
で
こ
の
よ
う
に

日
々
発
展
を
続
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
の
も
、
歴
代
町
長
の

皆
様
を
は
じ
め
、
先
輩
議
会
議

員
の
皆
様
の
、
郷
土
発
展
へ
の

愛
町
の
念
に
も
え
た
英
知
と
、

町
民
各
位
の
弛
ま
ぬ
努
力
の
賜

物
で
あ
り
ま
す
。」
と
述
べ
、
佐

藤
忠
美
町
議
会
議
長
が
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
式
典
の
席
上
、
町
政
発

展
に
功
労
の
あ
っ
た
９
名
の

方
々
へ
、
冨
永
町
長
か
ら
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
栄
佐
久
知
事
、
佐
藤
金

正
県
議
が
祝
辞
を
寄
せ
ま
し
た
。 　

歴
代
町
長

半
沢　

殷
保
さ
ん

（
初
代
町
長
・
故
人
）

赤
井
畑
直
衛
さ
ん

（
二
代
町
長
・
故
人
）

関
口　

道
孝
さ
ん

（
三
代
町
長
・
故
人
）

佐
藤
善
右
ヱ
門
さ
ん

（
四
代
町
長
・
故
人
）

菊
地　

政
治
さ
ん

（
五
代
町
長
・
故
人
）

　

歴
代
議
長

賀
藤　
　

貞
さ
ん（

八
代
議
長
）

仲
野　

周
一
さ
ん（十

一
代
議
長
）

吉
田　

久
男
さ
ん（十

二
代
議
長
）

佐
藤　

忠
美
さ
ん（十

三
代
議
長
）

＊
歴
代
議
長
へ
の
感
謝
状
は
生

存
者
の
み
の
贈
呈
で
す
。



 ５０年  
 
５０年 
の歴史 

－4－（広報くにみ6月号）

　

町
広
報
紙
の
ル
ー
ツ
は
「
公
民
館
報
く
に
み
」。

昭
和　

年
１
月
の
創
刊
以
来　

年
間
に
わ
た
り
、

３０

１８

町
の
出
来
事
や
、
公
民
館
活
動
、
社
会
教
育
事

業
な
ど
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。

　

毎
月
発
行
と
な
っ
た
の
は
昭
和　

年
５
月
か

３３

ら
。

　

１
８
７
号
に
及
ぶ
歴
史
は
、「
広
報
く
に
み
」

へ
と
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
。

▲公民館報「くにみ」創刊号（昭和３０年１月）



広報 広報 
に見る 

－5－ （広報くにみ6月号）

▲広報くにみ創刊号（昭和４８年６月）

　

公
民
館
報
く
に
み
を
引
き
継

ぐ
形
で
創
刊
さ
れ
た
「
広
報
く

に
み
」。

　

昭
和　

年
６
月
に
創
刊
さ
れ
、

４８

本
年
６
月
号
ま
で
３
７
２
号
の

発
行
を
数
え
ま
す
。

　

こ
の
た
び
国
見
町
合
併　

周
５０

年
を
記
念
し
、
創
刊
号
か
ら
３

６
８
号
（
平
成　

年
２
月
号
）

１６

ま
で
の
縮
刷
版
を
発
刊
し
、
町

民
の
み
な
さ
ま
に
お
配
り
い
た

し
ま
し
た
。

　
　

年
余
に
わ
た
る
町
の
歴
史

３０
を
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

　

Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
も
作
成

　　

今
回
、
印
刷
物
と
同
様
の
内

容
を
「
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
」
に
収

め
ま
し
た
。

　

お
手
持
ち
の
パ
ソ
コ
ン
で
閲

覧
で
き
る
ほ
か
、
プ
リ
ン
タ
ー

が
あ
れ
ば
出
力
も
で
き
ま
す
。

　

印
刷
物
は
町
内
世
帯
の
み
の

配
付
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
、「
町
外
に
住
む
親
戚
・

兄
弟
に
贈
り
た
い
」
な
ど
と
い

う
場
合
に
は
、
町
内
１
世
帯
あ

た
り
１
枚
に
限
り
、
無
償
で
お

分
け
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
…

総
務
課
情
報
防
災
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　

広
報
担
当
へ

▲創刊号表紙の、当時の写真と比較しました。
　今では当たり前の風景ですが、当時の開発に
対する期待や不安の大きさが窺えます。



－6－（広報くにみ6月号）

 ５０年  
 
５０年 
の歴史 

１
町
４
箇
村
が
合
併
し
国
見
町
が
誕
生

①
役
場
庁
舎
新
築
落
成
、
町
章
を
制
定

町
村
合
併
５
周
年
記
念
式
典
開
催

②
集
中
豪
雨
に
よ
り
農
作
物
・
土
木
関
係
に

大
き
な
被
害

町
村
合
併１
０周
年
記
念
式
典
開
催

⑥
宮
城
県
沖
地
震
で
町
内
に
甚
大
な
被
害

⑤
徳
江
の
渡
し
舟
廃
航
へ

町
村
合
併２
０周
年
記
念
式
典
開
催

③
ゴ
ミ
収
集
車
の
運
行
を
開
始

④
岩
渕
遺
跡
を
復
元

　

・
３

２９
　

・
９

３０
　

・
６

４９
　

・　
４９

１２

　

・　
４２

１２

　

・　
３３

１１

　

・　
３８

１１

　

・
７

３７
　

・
６

５３
　

・
８

５１

⑤

⑥

④

①

②

③



－7－ （広報くにみ6月号）

広報 広報 
に見る 

町
村
合
併３
０周
年
記
念
式
典
開
催

⑦
役
場
庁
舎
を
改
築
、
現
在
の
場
所
へ

⑩
ふ
く
し
ま
駅
伝
に
初
出
場

⑪
３
県
国
見
町
交
流
協
定
締
結

町
村
合
併４
０周
年
記
念
式
典
開
催

⑧
台
風１
０号
に
よ
る
甚
大
な
被
害

⑨
奥
州
合
戦８
００
年
祭
開
催

町
村
合
併５
０周
年
記
念
式
典
開
催

国
見
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
分
譲
開
始

⑫
国
見
町
消
防
団
が
金
ば
れ
ん
受
賞

　

・　
５４

１０

　

・
６

５９
　

・
５

１６
　

・
７

１１ ２
・　
１１

９
・
７

　

・
５

１４ ６
・
４

元
・　
１０

　

・
８

６１

⑦

⑧

⑩

⑪

⑨

⑫



－8－（広報くにみ6月号）

第9回 
　

伊
達
７
町
が
合
併
す
る
た
め
に
必
要
な
合
併
協
定
項
目
に

つ
い
て
、
合
併
協
議
会
で
の
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

６
月
３
日
霊
山
町
で
開
催
さ
れ
た
第
９
回
合
併
協
議
会
で

は
、
前
回
継
続
審
議
と
な
っ
た
学
校
教
育
事
業
の
ほ
か
、
下

水
道
事
業
、
環
境
対
策
事
業
、
保
健
衛
生
事
業
、
保
育
事
業
、

健
康
づ
く
り
事
業
、
そ
の
他
の
福
祉
事
業
、
商
工
・
観
光
事

業
、
勤
労
者
・
消
費
者
事
業
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
、
そ
の
方

針
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
確
認
事
項
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

◆
学
校
教
育
事
業
に
つ
い
て

①
通
学
区
域
は
、
自
由
学
区
を

含
め
て
現
行
の
と
お
り
新
市
に

引
継
ぎ
、
通
学
区
域
外
の
取
扱

い
に
つ
い
て
は
合
併
後
速
や
か

に
再
編
す
る

②
教
育
協
議
会
は
合
併
時
に
廃

止
し
、
新
市
に
お
け
る
設
置
の

必
要
性
に
つ
い
て
は
合
併
後
に

検
討
す
る
。

③
学
校
給
食
は
実
施
方
法
、
給

食
費
等
の
運
営
方
式
を
現
行
の

と
お
り
引
継
ぎ
、
合
併
後
に
再

編
す
る
。

④
幼
稚
園
保
育
料
は
合
併
時
に

調
整
す
る
。
保
育
年
数
、
預
か

り
保
育
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

事
情
を
考
慮
し
合
併
後
に
調
整

す
る
。

⑤
奨
学
金
制
度
は
、
新
市
に
お

い
て
事
業
内
容
を
統
一
す
る
。

な
お
、
現
在
貸
出
し
て
い
る
奨

学
資
金
は
現
行
の
と
お
り
新
市

に
引
き
継
ぐ
。

⑥
遠
距
離
通
学
費
補
助
は
、
現

行
の
と
お
り
引
継
ぎ
、
支
給
要

件
の
違
い
に
つ
い
て
は
合
併
後

速
や
か
に
調
整
す
る
。

⑦
学
校
施
設
は
、
新
市
に
お
い

て
計
画
的
に
整
備
す
る
。

⑧
教
育
財
産
の
目
的
外
使
用
に

つ
い
て
は
、
合
併
時
に
そ
の
算

定
基
準
を
統
一
す
る
。
学
校
開

放
及
び
学
校
施
設
の
使
用
許
可

に
つ
い
て
は
、
地
域
の
特
性
の

あ
る
事
業
は
原
稿
の
と
お
り
存

続
し
、
そ
の
他
は
新
市
の
基
準

を
設
け
て
合
併
時
に
再
編
す
る
。

⑨
学
校
の
適
正
規
模
、
適
正
配

置
に
つ
い
て
は
合
併
後
に
検
討

す
る
。

◆
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

①
下
水
道
事
業
計
画
に
つ
い
て

は
、
現
行
の
と
お
り
新
市
に
引

継
ぎ
、
合
併
後
新
市
全
体
の
下

水
道
事
業
計
画
を
策
定
す
る
。

②
公
共
下
水
道
事
業
は
現
行
の

と
お
り
新
市
に
引
き
継
ぐ
も
の

と
す
る
。

Ⅰ
受
益
者
負
担
の
額
、
納
期
及

び
報
奨
金
に
つ
い
て
は
現
行

の
と
お
り
新
市
に
引
継
ぎ
、

減
免
・
猶
予
に
つ
い
て
は
合

併
時
に
調
整
す
る
。

Ⅱ
下
水
道
使
用
料
及
び
徴
収
に

つ
い
て
は
、
伊
達
町
の
例
に

よ
る
。
た
だ
し
公
衆
浴
場
に

つ
い
て
は
保
原
町
の
例
に
よ

る
が
、
基
本
使
用
量
は
１
２

５
０
円
と
す
る
。

Ⅲ
排
水
設
備
利
子
補
給
制
度
に

つ
い
て
は
、
梁
川
町
の
例
に

よ
る
が
、
貸
付
額
の
範
囲
及

び
償
還
方
法
に
つ
い
て
は
伊

達
町
の
例
に
よ
る
。

Ⅳ
生
活
扶
助
世
帯
に
対
す
る
水

洗
便
所
設
置
補
助
金
に
つ
い

て
は
、
梁
川
町
の
例
に
よ
る
。

③
農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い

て
は
、
現
行
の
と
お
り
新
市
に

引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。

◆
保
育
事
業
に
つ
い
て

①
保
育
所
は
、
７
町
に
お
い
て

設
置
主
体
の
違
い
は
あ
る
が
、

現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継

ぐ
。

②
保
育
料
は
、
合
併
時
に
国
の

基
準
の
５
階
層
と
し
て
統
一
す

る
。
た
だ
し
、
軽
減
率
に
つ
い

て
は
新
市
に
お
い
て
調
整
す
る
。

③
保
育
料
の
減
免
は
、
国
県
補

助
の
基
準
に
基
づ
き
、
引
き
続

き
新
市
に
お
い
て
実
施
す
る
。

④
延
長
保
育
は
、
現
行
の
と
お

り
新
市
に
引
き
継
ぎ
、
公
立
保

育
所
の
延
長
時
間
は
、
新
市
に

お
い
て
速
や
か
に
統
一
す
る
。

⑤
乳
児
保
育
は
、
そ
の
入
所
時

期
を
産
休
明
け
と
し
、
合
併
時

に
統
一
す
る
。

⑥
季
節
保
育
所
は
存
続
し
、
地

域
性
と
そ
の
趣
旨
を
考
慮
し
、

新
市
に
お
い
て
常
設
保
育
所
と

の
整
合
性
を
図
る
。

⑦
保
育
所
振
興
事
業
補
助
は
、

現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継

ぐ
。協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会ををををををををををををををををををををををををををををををををを

傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴しししししししししししししししししししししししししししししししししててててててててててててててててててててててててててててててててて
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみままままままままままままままままままままままままままままままままませせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？

第１０回合併協議会
平成１６年６月２４日（木）

午後２時～

月舘町保健福祉センター



－9－ （広報くにみ6月号）

期
日
前
投
票
が
始
ま
り
ま
す
 

７
月
の
参
院
選
か
ら
―
 

　

公
職
選
挙
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
新
た
に
「
期
日
前
投
票
制
度
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
に
よ
り
、
従
来
の
不
在
者
投
票
の
よ
う
に
、
投
票
用
紙
を
封
筒
に
入
れ
て
、
そ

れ
に
署
名
す
る
と
い
っ
た
手
続
が
不
要
に
な
り
、
投
票
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

選挙人名簿登録地で行なう投票対象となる投票は？

選挙期日の公示日または告示日の翌
日から選挙期日の前日までです。
（参院選は、６月２５日から７月１０日まで）

投票期間は
いつからいつまで？

選挙期日に、仕事や旅行、レジャー、
冠婚葬祭等の用事があるなど一定の
事由がある方。（今までの不在者投票
と同じです）

投票を行なうことが
できるのはどんな人？

期日前投票所（国見町の場合、
観月台文化センターとなります）

投票の場所はどこ？

午前８時３０分から午後８時までです。投票時間は？

宣誓書に住所氏名等を記入した後は、
基本的に選挙期日の投票所における
投票の手続きと同じです。

投票手続は面倒なの？

◆問い合わせ
　国見町選挙管理委員会事務局　�５８５－２１１２
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保
護
観
察
を
受
け
て
い
る
人

た
ち
は
、
過
去
の
過
ち
を
反
省

し
、
地
域
社
会
の
な
か
で
立
ち

直
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の

人
た
ち
が
立
ち
直
る
た
め
に
は
、

偏
見
の
目
で
見
た
り
、
排
除
し

た
り
す
る
の
で
は
な
く
、
温
か

い
目
で
、
そ
の
立
ち
直
り
を
見

守
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。

　

犯
罪
の
な
い
社
会
を
目
指
し

て
、
毎
年
七
月
を
強
調
月
間
と

し
て
、�
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
�
が
全
国
で
実
施
さ
れ
て
い

　

犯
罪
を
な
く
す
た
め
に
は
、

犯
罪
の
取
り
締
ま
り
を
強
化
す

れ
ば
い
い
、
犯
罪
を
犯
し
た
人

の
処
罰
を
も
っ
と
厳
し
く
す
れ

ば
い
い
―
―
。
そ
う
考
え
る
人

は
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
犯
罪

を
な
く
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
は
、
犯
罪
が
起
こ
る
前

に
、
犯
罪
自
体
を
生
ま
な
い
よ

う
な
地
域
づ
く
り
、
人
づ
く
り

を
し
て
い
く
こ
と
が
、
犯
罪
の

な
い
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め

に
も
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
重
要
な
の
が
、

地
域
の
一
人
一
人
が
、
子
ど
も

た
ち
の
健
全
な
成
長
を
支
援
し
、

見
守
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
非
行

や
犯
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
が
、

罪
を
償
い
、
地
域
社
会
に
戻
っ

て
き
た
と
き
に
も
、
そ
の
人
た

ち
が
二
度
と
過
ち
を
犯
さ
な
い

よ
う
、
立
ち
直
り
を
支
援
し
、

温
か
く
見
守
っ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち

は
、
罪
を
償
っ
た
後
、「
保
護
観

察
」
を
受
け
な
が
ら
通
常
の
社

会
生
活
に
戻
り
ま
す
。
保
護
観

察
を
行
う
「
保
護
観
察
所
」
で

は
、
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た

ち
が
健
全
な
社
会
の
一
員
と
し

て
復
帰
で
き
る
よ

う
、
生
活
の
目
標
を
定
め
、
そ

れ
を
守
る
よ
う
指
導
し
た
り
、

就
職
を
援
助
し
た
り
す
る
な
ど
、

更
生
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯
罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪
のののののののののののののののの
なななななななななななななななな
いいいいいいいいいいいいいいいい
社社社社社社社社社社社社社社社社
会会会会会会会会会会会会会会会会
はははははははははははははははは

犯
罪
の
な
い
社
会
は

　

一一一一一一一一一一一一一一一一
人人人人人人人人人人人人人人人人
一一一一一一一一一一一一一一一一
人人人人人人人人人人人人人人人人
のののののののののののののののの

一
人
一
人
の

やややややややややややややややや
ささささささささささささささささ
しししししししししししししししし
いいいいいいいいいいいいいいいい
心心心心心心心心心心心心心心心心
かかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららら

や
さ
し
い
心
か
ら

�
取
り
締
ま
る
だ
け
で
は

　

犯
罪
は
な
く
な
ら
な
い

�
更
生
に
必
要
な
の
は

　

温
か
く
見
守
る
周
囲
の
目

�
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

＜主な行事＞

�街頭広報活動とビデオフォーラム
　「更生保護の日」にあたる７月１日に、“社会
を明るくする運動”の発祥の地、東京・銀座の数
寄屋橋公園で街頭広報活動を実施。また、有楽
町のよみうりホールで、広報ビデオ「おはよう
そしてありがとう」の上映とフォーラムを開催。

�“社会を明るくする運動”作文コンテスト
　小中学生を対象として、家庭や学校などの日
常生活で体験したことをもとに、犯罪や非行な
どについて考えたこと、感じたことを書いた作
文を募集しています。詳しくは法務省保護局ホ
ームページ
（http://www.moj.go.jp/hogo06.html）をご
覧ください。
また、過去の入賞作品も掲載されています。

ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国

民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ

せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国

的
な
運
動
で
す
。
こ
の
運
動
は

昭
和
二
十
六
年
に
始
ま
り
、
今

年
で
五
十
四
回
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
犯
罪
の
な
い
明

る
い
社
会
を
築
く
た
め
に
何
が

で
き
る
か
、
皆
さ
ん
も
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

　毎年７月は“社会を明るくする運動”の強調月
間です。統一標語に、「ふれあいと　対話が築く　
明るい社会」を掲げ、中央で行われる行事をはじ
め各地域でもさまざまな行事が開催されます。

“社会を明るくする運動”強調月間
７月は

　

最
近
、
私
た
ち
の
身
近
な
社
会
で
犯
罪
が
増
え
て
い
ま
す
。
犯
罪
の
な
い

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
に
は
、
犯
罪
を
取
り
締
ま
っ

た
り
、
処
罰
し
た
り
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
一
度
罪
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
人

た
ち
が
二
度
と
過
ち
を
犯
さ
な
い
よ
う
更
生
を
支
援
す
る
こ
と
、
ま
た
、
犯

罪
が
起
こ
ら
な
い
社
会
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
一
人

一
人
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
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国
見
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
佐
藤
博

父
母
会
長
）
は
、
５
月
８
、
９

日
に
行
な
わ
れ
た
第
９
回
霊
山

カ
ッ
プ
に
お
い
て
男
子
チ
ー
ム

が
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

結
成
４
年
目
を
迎
え
、
コ
ー

チ
の
指
導
の
下
、　

名
の
団
員

３６

一
丸
と
な
っ
て
の
努
力
が
実
を

結
ん
だ
公
式
戦
初
優
勝
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
ま
す
ま
す
の
活
躍

を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

国
見
町
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
（
工
藤
ミ
サ
子
部
長
）
は
、

こ
の
ほ
ど
結
成　

周
年
を
迎
え
、

２０

記
念
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

現
在
所
属
チ
ー
ム
数
は　

チ
１０

ー
ム
、
１
２
７
名
の
皆
さ
ん
が

仕
事
・
家
事
の
合
間
を
縫
っ
て

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

部
員
は
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。
問
い
合
わ
せ
は
観
月
台
文

化
セ
ン
タ
ー
へ
。

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ス
ポ
少

念
願
の
初
優
勝
！

家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

結
成　

周
年

２０

藤田小学校大運動会（５月１７日）
　生憎の雨降りの中でしたが、各
種目に元気な歓声が上がりました。
　２～４年生の「ＳＯＳ（綱引き）」。
さて、勝ったのはどっち？

森
江
野
地
区
大
運
動
会
（
５
月　

日
）

２３

　

最
後
ま
で
、
力
を
あ
わ
せ
て
全
員
で
。

　

紅
白
対
抗
全
校
リ
レ
ー
。
が
ん
ば
っ

た
表
情
は
素
敵
で
す
。

大
枝
地
区
連
合
大
運
動
会
（
５
月　

日
）

２３

　

小
学
生
全
員
に
よ
る
「
マ
ラ
ソ
ン
」。

ゴ
ー
ル
は
さ
す
が
に
苦
し
そ
う
。
で
も
、

全
員
に
温
か
い
拍
手
！

小坂地区運動会（５月２３日）
　勝利に向かって力のかぎり、め
ざせ小坂の金メダル。
　「今日のお天気なあに？」今日は
かみなりのようです。
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　防犯協会森江野支部（吉田春夫
支部長）では、森江野小学校の児
童に使ってもらおうと、防犯ブザ
ーを寄贈してくださいました。使
わないのが一番ですが、いざとい
うときに子供たちを守ってくれる
ことでしょう。

�������

　５月３０日、国見町長杯スポーツ大会開会式が
行なわれ、８種目約６００名の皆さんの参加を得
ての熱戦が始まりました。今年度は町制施行５０
周年を記念しての開催です。

��������	
��


　５月１２日はナイチンゲール生誕にちなん
だ「看護の日」。公立藤田総合病院（庄司光
男院長）では看護週間行事として５月１７、１８
日、健康づくりに役立ててもらおうと、看
護や介護相談、血圧・血糖測定を行ないま
した。
　会場となった真新しい外来ホールでは、
現代のナイチンゲールが相談にあたりまし
た。

����������	

　国見写真倶楽部（鈴木俊博会長）主催による、
第８回ミスピーチ撮影会フォトコンテストが
行なわれました。入賞作品はコラッセふくしま
（福島市）に過去の入賞作品とともに展示され
ました。本年度の入賞者は以下のとおり。（敬
称略）
最優秀賞（国見町長賞）
「ほほえみ」鈴木亀久男（福島市）
優秀賞
佐々木俊昭（福島市）、佐藤敏子（国見町）、佐
藤恒雄（川俣町）

��������	
���

最優秀賞　鈴木亀久男さんの「ほほえみ」
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保健だより 保健だより 
保健福祉課　保健グループ 1（585）2783 

hoken@town.kunimi.fukushima.jp
保健福祉課　保健グループ 1（585）2783 

hoken@town.kunimi.fukushima.jp

＊＊＊　　乳　児　健　診　　＊＊＊
会　　　場受　付　時　間実　施　日該　　　当　　　児

観月台文化センター
第１和室

午後１時３０分～午後２時８月２６日（木）
・３か月児（平成１６年４月生まれ）
・９か月児（平成１５年１０月生まれ）

【健診内容】医師の指導、身長・体重測定、調乳、離乳、予防接種などについて
《持参するもの》母子健康手帳を忘れずに！

＊＊＊　　育　児　教　室　　＊＊＊
会　　　場受　付　時　間実　施　日該　　　当　　　児

観月台文化センター
第１和室

午後１時３０分～午後１時４５分８月５日（木）平成１６年１月～２月生まれの幼児

【実施内容】身長・体重測定、赤ちゃんふれあい体操、離乳食試食など
《持参するもの》母子健康手帳を忘れずに！

＊＊＊　　３ 歳 児 健 診　　＊＊＊
会　　　場受　付　時　間実　施　日該　　　当　　　児

観月台文化センター
大研修室

午後１時１５分～午後１時４５分８月３１日（火）
平成１３年２月１日～
　　平成１３年４月１５日生まれの幼児

【健診内容】内科と歯科の医師の診察、生活保健指導、視力・聴力検査などを実施します。
心理判定員による相談・指導…子育てに関する不安や悩み等、お気軽にご相談ください。
健診該当者には後日健診票を郵送します

《持参するもの》母子健康手帳を忘れずに！

　去る５月６日から２５日までの延べ１５日間にかけて総合検診が実施されまし
た。受診者数は下記記載のとおりとなりました。
　検診の受診結果が間もなく皆様のお手元に届くと思いますが、要精検・要
医療の結果の方は、早めに医療機関での受診をお勧めいたします。
　また、からだに異常を感じたら早めに医療機関へ行きましょう。自分のか
らだは自分で守り、常に健康なからだでの生活を心がけたいものですね！

子宮がん・乳がん検診を 
受けましょう!!
子宮がん・乳がん検診を 
受けましょう!!
子宮がん・乳がん検診を 
受けましょう!!

乳がん検診子宮がん検診

３０歳以上の女性
　３０～３９歳：視触診
　４０歳以上偶数年齢：視触診＋マンモグラフィー

３０歳以上の女性対象

公立藤田総合病院　外科外来公立藤田総合病院　産婦人科外来場所

7/1～10/29　（8/16～8/20は除く）7/1～8/31　（8/16～8/20は除く）期間

※受診対象者には、受診票を個別に通知いたします。
※春の健康管理世帯調査アンケートで町の検診を希望しなかった方で、新たに検診を希望する場合は
保健福祉課　保健グループまでご連絡ください。
※両検診とも土・日・祝日は除きます。

健康づくり
事　　業

骨粗鬆症
検　　診

胃がん
検　診

前立腺
検　査

肝　炎
検　査

基本健康
診　　査

結　核
検　診検診内容

２８１人４３７人１，２３４人５８３人２２２人２，５７２人２，８８３人受診者数

※健康づくり事業とは１８歳から３９歳までの男女を対象とした基本健康診査です。
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国
家
公
務
員
Ⅲ
種（
税
務
）

　

仙
台
国
税
局
で
は
税
務

職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

人
事
院
が
実
施
す
る
国

家
公
務
員
Ⅲ
種（
税
務
）試

験
に
合
格
さ
れ
た
方
の
中

か
ら
税
務
職
員
と
し
て
採

用
し
ま
す
。

　

税
務
の
仕
事
は
、
国
の

財
源
と
な
っ
て
い
る
税
を

安
定
的
に
確
保
し
、
国
の

繁
栄
と
豊
か
な
国
民
生
活

の
維
持
・
向
上
を
支
え
る

重
要
な
仕
事
で
、
働
き
が

い
の
あ
る
職
場
で
す
。

▼
受
験
資
格
…
昭
和　

年
５９

４
月
２
日
か
ら
昭
和　

年
６２

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
▼
試
験
日
…
平
成　
１６

年
９
月
５
日（
日
）▼
申
込

期
間
…
６
月　

日
〜　

日

２２

２９

◆
問
い
合
わ
せ

人
事
院
東
北
事
務
局

�
０
２
２
―
２
２
１
―
２

０
２
２

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

�
０
２
２
―
２
６
３
―
１

１
１
１

し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
表
彰

　

福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
と
福
島
民
報
社
で
は
、

今
年
中
に
金
婚
式
を
迎
え

る
夫
婦
を
表
彰
し
ま
す
。

▼
該
当
者
…
昭
和　

年
に

２９

結
婚
し
た
夫
婦
及
び
そ
れ

以
前
に
結
婚
さ
れ
届
出
し

て
い
な
い
た
め
表
彰
を
受

賞
し
て
い
な
い
夫
婦
▼
受

付
期
間
…
６
月　

日
ま
で

３０

▼
申
込
方
法
…
各
単
位
老

人
ク
ラ
ブ
又
は
社
会
福
祉

協
議
会
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

国
見
町
社
会
福
祉
協
議
会

�
５
８
５
―
３
４
０
３

く
ら
し
に
身
近
な

金
融
講
座

　

金
融
広
報
中
央
委
員
会

と
都
道
府
県
金
融
広
報
委

員
会
で
は
、
暮
ら
し
に
役

立
つ
身
近
な
金
融
経
済
の

知
識
を
中
立
公
正
な
立
場

か
ら
解
説
し
、
皆
様
の
合

理
的
で
賢
い
家
計
運
営
や

生
活
設
計
の
お
役
に
立
て

る
よ
う
、
初
心
者
を
対
象

に
し
た
通
信
講
座
「
く
ら

し
に
身
近
な
金
融
講
座
」

を
開
講
い
た
し
ま
す
。
受

講
料
は
無
料
で
す
の
で
ぜ

ひ
ご
応
募
下
さ
い
。

▼
受
講
期
間
…
平
成　

年
１６

　

月
〜
平
成　

年
１
月

１０

１７

（
４
回
、毎
月
テ
キ
ス
ト
を

送
付
）▼
申
し
込
み
方
法

…
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（h

tt

p
://w

w
w
.sav
ein
fo.or.j

p
/

）又
は
、
郵
便
ハ
ガ
キ
に

て
①
お
名
前（
ふ
り
が
な
）

②
年
齢
③
職
業
④
郵
便
番

号
⑤
住
所
⑥
電
話
番
号
を

明
記
の
上
、

〒
１
０
３
―
８
６
９
１　

日
本
橋
郵
便
局
私
書
箱
１

１
１
号
「
く
ら
し
の
身
近

な
金
融
講
座
」
係
へ
お
申

込
み
下
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課
企
画
財
政
グ

ル
ー
プ

�
５
８
５
―
２
９
２
７

住
宅
金
融
公
庫
か
ら

　

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、

住
宅
ロ
ー
ン
の
ご
返
済
で

お
困
り
に
な
っ
た
場
合
で

も
、
安
心
し
て
今
後
の
ご

返
済
を
継
続
で
き
る
よ
う

に
、
返
済
相
談
を
承
っ
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
お
客
様
と
の
ご

相
談
に
よ
り
、
返
済
期
間

の
延
長
な
ど
お
客
様
の
状

況
に
応
じ
た
返
済
方
法
の

変
更
に
も
柔
軟
に
対
応
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
住
宅

金
融
公
庫
又
は
現
在
ご
返

済
中
の
金
融
機
関
ま
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

住
宅
金
融
公
庫
東
北
支
店

�
０
２
２
―
２
２
７
―
５

０
０
３

　県北地方に住む小学５年生から中学３年生
を対象に、異文化体験教室を開催します。在
住外国人との交流を通じ、異文化に接するこ
とにより、国際的視野の育成を図るものです。 

○日　　時…7月25日（日） 
○内　　容…ふくしま青年海外協力隊の会 
　　　　　　主催の「地球体験キャラバン 
　　　　　　スペシャル」に参加。 
○参加資格…県北地方の小学5年生 
　　　　　　　　　　　～中学3年生（45名） 
○応募締切…7月14日 

◇参加料は無料です。 
　応募方法・詳細はお問い合わせ下さい。 
◇応募・問い合わせ 
福島地方広域行政事務組合　1521－8312

http://www.abukuma17.fukushima.fukushima.jp/



－15－ （広報くにみ6月号）

人口と世帯 

７月の心配ごと相談 

男　5,229人（－９） 
女　5,660人（＋５） 

５日�　松浦　輝夫さん　　
　　　　中山　恭子さん 

15日�　鈴木　正夫さん　　
　　　　村上　昌子さん 

23日�　佐藤　正雄さん　　
　　　　佐藤　広美さん 

�場所　役場（２階）相談室 
�時間　午前９時～正午 

平成16年５月１日現在 

人口 10,889人（－４） 

出生 １人　死亡 10人 
転入 37人　転出 32人 

世帯   3,236世帯 

掲載を希望されない方は、届け出の際にお申し出下さい。

∞

　
　

お 
子 
さ 
ん　
　
　
　
　
　
  
保　
　

護　
　

者

（５月末日までに、当町窓口で受付した方で、
住所を有する方を掲載しました。） �

�
�
�

佐
藤 
菜  
 々
香

   

ち
ゃ
ん　

俊
英
さ
ん　

美
香
子
さ
ん

（
滝　

山
）

な 

な 

か

遠
藤　
 
優 
輝

   

ち
ゃ
ん　

正
彦
さ
ん　

靖　

子
さ
ん

（
鳥　

取
）

ゆ
う 
き

菅
井　
 
剣 
志

   

ち
ゃ
ん　

和
宏
さ
ん　

洋　

子
さ
ん

（
徳
江
北
）

け
ん 
し

佐
藤 
真  
沙 
斗

   

ち
ゃ
ん　

一
紀
さ

ん　

真
知
子
さ

ん

（
第　

４
）

ま 

さ 

と

赤
間　
 
悠 
斗

   

ち
ゃ
ん　

秀
雄
さ

ん　

ト
ヨ
子
さ

ん

（
大
木
戸
）

ゆ
う 
と

高
橋　
 
勇 
輝

   

ち
ゃ
ん　

宗
彦
さ

ん　
　

望　
さ

ん

（
源
宗
山
東
）

ゆ
う 
き

安
藤　
 
和 
希

   

ち
ゃ
ん　

真
司
さ

ん　

亜　

希
さ

ん

（
藤
田
光
陽
）

か
ず 
き

吉
田　
 
真 
彩

   

ち
ゃ
ん　

勝
彦
さ

ん　

か
お
り
さ

ん

（
第　

４
）

ま 
あ
や

鈴
木　
　

秀
   

ち
ゃ
ん　

孝
治
さ

ん　

文　

子
さ

ん

（
川　

内
）

し
ゅ
う

　

自
営
業
者
な
ど
の
人
は
、

自
分
で
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
収
入
が

少
な
い
な
ど
の
理
由
で
保

険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
人

の
た
め
に
、
免
除
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　

免
除
と
未
納
で
は
大
き

な
違
い
が
あ
り
ま
す
の
で
、

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に

し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

免
除
制
度
に
は「
全
額

免
除
」と「
半
額
免
除
」が

あ
り
、
免
除
を
受
け
た
期

間
の
将
来
の
年
金
額
に
つ

い
て
は
、
納
め
た
場
合
に

比
べ
て「
全
額
免
除
」の
場

合
は
３
分
の
１
、「
半
額
免

除
」の
場
合
は
３
分
の
２

で
計
算
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
免
除
を
受
け
た
過

去
の
期
間
の
保
険
料
は
、

　

年
前
ま
で
な
ら
さ
か
の

１０ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　

申
請
は
７
月
か
ら
受
付

け
ま
す
の
で
、
年
金
手
帳
、

印
か
ん
を
持
参
し
役
場
住

民
生
活
課
へ
お
出
し
く
だ

さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

安
田　

フ
サ
さ
ん　

（
滝
山
）

７７

須
田　

恒
吉
さ
ん　
（
町
東
）

８０

蓬
田　

ゆ
り
さ
ん　

（
第
９
）

９８

菊
地　

久
七
さ
ん　
（
第　

）

９０

１２

松
浦　

竹
志
さ
ん　

（
光
明
寺

）

７７

宮　
　

ナ
ツ
さ
ん　

（
泉
田
上

）

８３

　

橋
ヨ
シ
ノ
さ
ん　

（
第　

）

８６

１１

十
文
字　

了
さ
ん

梅
谷
沙
奈
江
さ
ん

泉
田
中

〕

国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム
が

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す

申
告
や
納
税
の
手
続

②
月
々
の
源
泉
所
得
税
の

納
税
手
続

③
法
定
調
書
の
提
出
手
続

④
申
告
書
な
ど
の
提
出
書

類
の
作
成
事
務

◆
問
い
合
わ
せ

福
島
税
務
署

�
５
３
４
―
３
１
２
１

　

町
で
は
松
く
い
虫
に
よ

る
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
薬

剤
散
布
を
行
な
い
ま
す
。

松
く
い
虫
防
除

空
中
散
布
を
行
な
い
ま
す

▼
散
布
地
域
▽
石
母
田
横

向
周
辺
の
松
林
▽
泉
田
新

田
集
落
周
辺
の
松
林
▼
散

布
日
・
時
間
…
６
月　

日
２３

（
水
）午
前
５
時
頃
か
ら
午

前
８
時　

分
頃
ま
で（
散

３０

布
日
や
散
布
時
間
は
、
天

候
に
よ
っ
て
変
わ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。）
▼
散
布
当

日
及
び
翌
日
ま
で
は
散
布

区
域
内
に
立
ち
入
ら
な
い

で
く
だ
さ
い
。
▼
散
布
区

域
内
に
お
け
る
山
菜
の
採

取
に
つ
い
て
は
散
布
後
４

週
間
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
散
布
区
域
の
林
道
は
通

行
止
め
に
な
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ　

産
業
振
興
課
産
業
振
興
グ

ル
ー
プ

�
５
８
５
―
２
９
８
６

◆
問
い
合
わ
せ

住
民
生
活
課
国
保
年
金
グ

ル
ー
プ

�
５
８
５
―
２
７
８
５

秋
場　

克
彦
さ
ん

井
上　

千
恵
さ
ん

宮
町
北

〕

　

平
成　

年
６
月
か
ら
全

１６

国
で
、
国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム
（
ｅ
―
Ｔ

ａ
ｘ
）
の
運
用
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
わ

ざ
わ
ざ
税
務
署
等
に
出
向

く
こ
と
な
く
申
告
や
納
税

が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
、

便
利
な
点
は
主
に
次
の
４

点
の
と
お
り
で
す
。

①
月
々
の
消
費
税
の
中
間



－16－（広報くにみ6月号）

国見町教育委員会生涯学習課 
（観月台文化センター） 

�（585）2676　FAX（585）2707 
shogai@town.kunimi.fukushima.jp
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�
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�
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�
�
�
�
�
�
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《６月》……………………………
２２日（火） 成人学級（県議会傍聴）
２３日（水） 阿津賀志学級（陶芸グループ）
 くにみ女性教室（書道グループ）
２４日（木） 阿津賀志学級（和紙工芸グループ）
２５日（金） 子育て教室（みんなお友達になろう）
２６日（土） 少年仲間づくり（高齢者とふれあう）
２８日（月） 阿津賀志学級（草花を育てよう）
３０日（水） 阿津賀志学級（陶芸グループ）
 くにみ女性教室（書道グループ）

《７月》……………………………
１日（木） 阿津賀志学級（和紙工芸グループ）
 子ども移動図書館（森江野小）
２日（金） 成人学級（くらしと税のはなし）
 子ども移動図書館（藤田１年）
５日（月） 休館日
６日（火） 二学級合同学習会
 　　　（消費者問題について）
 子ども移動図書館（大枝小）
７日（水） 子育て教室（つくってあそぼう）
 阿津賀志学級（陶芸グループ）
 くにみ女性教室（書道グループ）
 子ども移動図書館（大木戸小）
９日（金） 子ども移動図書館（藤田２年）
１０日（土） 少年仲間づくり教室
 　　　（キャンプを理解）
１３日（火） 子ども移動図書館（小坂小）
１４日（水）　阿津賀志学級（陶芸グループ）
 くにみ女性教室（書道グループ）
 子ども移動図書館（藤田３年）
２０日（火）　阿津賀志学級（書道グループ）
２１日（水）　阿津賀志学級（陶芸グループ）
２３日（金）　子育て教室（愛情たっぷりおやつ）
 成人学級（太極拳）
２７日（火）～２９日（木）
 少年仲間づくり教室（キャンプ）

行事のお知らせ行事のお知らせ

　

心
豊
か
で
健
康
に
生
き
る
た

め
教
養
や
趣
味
を
身
に
つ
け
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
四
十
名
の

学
級
生
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

五
月
十
二
日
、
開
講
式
が
行

な
わ
れ
、
合
併
に
向
け
て
私
達

の
ふ
る
さ
と
を
再
確
認
し
た
い

と
学
級
生
の
要
望
に
よ
り
式
終

了
後
の
学
習
会
で
は
、
菊
池
利

雄
先
生
か
ら「
国
見
町
の
歴
史
」

と
題
し
て
ご
講
話
い
た
だ
き
ま

し
た
。
私
達
の
先
祖
は
開
拓
者

と
し
て
播
磨
か
ら
来
た
話
し
や

平
安
時
代
に
阿
津
賀
志
山
が
舞

台
と
な
っ
た
奥
州
合
戦
で
藤
原

氏
が
築
い
た
防
塁
や
町
内
に
点

在
す
る
史
跡
等
を
ス
ラ
イ
ド
で

紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
学
級
生
が
立
案
し

た
十
三
回
の
全
体
学
習
と
「
国

見
夢
音
頭
を
踊
ろ
う
」「
実
用
的

な
書
道
」「
折
り
紙
」「
ス
ポ
ー

ツ
民
踊
」
の
趣
味
の
グ
ル
ー
プ

学
習
を
通
し
て
学
級
生
同
士
が

親
睦
を
深
め
な
が
ら
さ
ら
に
自

分
自
身
を
磨
き
上
げ
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

五
月
十
四
日
の
開
講
式
は
、

学
級
生
五
十
名
中
三
十
四
名
が

参
加
し
て
、
孫
の
し
つ
け
が
重

要
で
あ
る
と
い
う
家
庭
教
育
の

今
日
的
な
課
題
を
話
さ
れ
た
教

育
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
今
年

度
の
年
間
計
画
に
つ
い
て
担
任

か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
元
県
北
中
学
校
長

の
斎
藤
一
哉
先
生
か
ら
「
生
涯

学
習
の
楽
し
み
」
と
い
う
演
題

で
講
演
を
拝
聴
し
ま
し
た
。

　

先
ず
、
県
北
中
学
校
長
と
し

て
四
年
間
勤
務
し
た
が
生
徒
か

ら
長
髪
を
要
望
さ
れ
生
徒
会
で

真
剣
に
討
論
し
た
こ
と
が
あ
る
。

生
徒
を
信
頼
し
て
欲
し
い
と
い

う
願
い
を
う
け
て
教
師
と
生
徒

が
一
体
と
な
り
教
育
活
動
を
展

開
し
た
こ
と
が
思
い
出
と
し
て

残
っ
て
い
る
と
い
う
話
し
か
ら
、

生
涯
八
十
歳
九
十
歳
の
時
代
に

「
心
豊
か
な
自
由
人
」に
な
る
た

め
に
自
分
の
宝
物
と
し
て「
人
、

物
に
対
し
て
感
謝
す
る
」「
思
い

や
り
の
心
」「
が
ん
ば
る
気
持

ち
」「
健
康
で
生
き
る
」
こ
と
を

大
切
に
し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て

脳
を
絶
え
ず
働
か
せ
る
た
め
に

「
話
す
」「
笑
う
」「
歌
う
」
よ
う

に
し
よ
う
。
そ
し
て
最
後
に
サ

ム
エ
ル
・
ウ
ル
マ
ン
の
詩「
青

春
」
を
朗
読
し
て
終
了
し
ま
し

た
。

「
六
十
歳
で
あ
ろ
う
と
十
六
歳

で
あ
ろ
う
と
人
の
胸
に
は
…
人

生
へ
の
興
味
の
歓
喜
が
あ
る
。

…
二
十
歳
で
あ
ろ
う
と
人
は
老

い
る
。
…
八
十
歳
で
あ
ろ
う
と

人
は
青
春
に
し
て 
己 
む
。」

や

�
�
成
人
学
級
�
�

�
�
く
に
み
女
性
教
室
�
�

「
生
き
る
喜
び
の
種
ま
き
」

「
生
き
る
喜
び
の
種
ま
き
」 

各
学
級
が
開
講
し
ま
し
た 



－17－ （広報くにみ6月号）

小中学生のための 
バレーボール教室 

プールは 
7月10日から 

インディアカ教室 

・期　間　７月１０日～８月２２日 
　　　　　（ナイターは７月１７日 
　　　　　　　　　　～８月１５日） 

・時　間　①９：００～１１：３０ 
　　　　　②１３：００～１５：００ 
　　　　　③１５：３０～１７：３０ 
　　　　　④１８：３０～２０：３０ 
　　　　　（④はナイター期間のみ） 

小中学生を対象としたバレーボール教室です。 
夏休み中に楽しさを体験。 

「インディアカって何？」と思われた方、 
どうぞ教室においでください。 
楽しさの秘密、教えます。 

・日　時　　７月３１日（土）・８月１日（日） 
　　　　　　午前９時～午前１１時３０分 
・内　容　　バレーボールの基礎、応用、ゲーム 
・場　所　　上野台体育館 
・対　象　　小学１年生～中学３年生 
　　　　　　（性別は問いません） 
・定　員　　３０人程度 
・講　師　　宍戸憲一先生（国見バレーボール少年団） 
・申込み　　７月１５日まで担任の先生、又は生涯学習課へ 
　　　　　　（電話での申込可） 

・日　時　　８月７日（土）・８日（日） 
　　　　　　午前９時３０分～午前１１時３０分 
・内　容　　インディアカの基礎、ゲーム 
・場　所　　上野台体育館 
・対　象　　児童、生徒、一般（国見町在住又は在勤の方） 
　　　　　　年齢、性別は問いません。 
・定　員　　３０人程度 
・講　師　　斎藤朋像先生（県インディアカ協会） 
・申込み　　一般の方は７月２７日まで生涯学習課へ 
　　　　　　（電話での申込可）。 
　　　　　　小中学生は７月１５日まで担任の先生へ。 

募
集
 

募
集
 

問い合わせ●●●　生涯学習課 �（585）2676　 

親子映画館 
「ファインディング・ニモ」 

《と　き》平成16年7月3日（土） 
　　　　　　午前10時30分～ 

《入場料》300円（小学生以上） 

　

子
育
て
教
室
は
、『
共
に
学
び
、

共
に
育
ち
合
う
教
室
』
を
モ
ッ

ト
ー
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

五
月
十
七
日
の
開
講
式
で
は
、

教
育
長
の
あ
い
さ
つ
に
じ
っ
と

耳
を
傾
け
う
な
ず
く
受
講
生
、

又
「
楽
し
く
活
動
し
な
が
ら
親

子
共
々
成
長
し
た
い
」
と
の
小

林
委
員
長
の
力
強
い
あ
い
さ
つ

に
ス
タ
ッ
フ
一
同
『
や
る
気
』

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

式
後
に
行
な
わ
れ
た
第
一
回

目
の
活
動
は
、
人
形
劇
鑑
賞
で

し
た
が
、
０
歳
児
も
目
を
大
き

く
見
開
い
て
じ
っ
と
見
つ
め
て

い
ま
し
た
。「
人
形
劇
サ
ー
ク
ル

エ
プ
ロ
ン
」
の
皆
さ
ん
の
協
力

で
、
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

第
二
回
目
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

活
動
で
五
月
三
十
日
に
、
さ
つ

ま
芋
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。
当

日
は
、
快
晴
で
気
温
は
ぐ
ん
ぐ

ん
上
が
り
、
真
夏
の
よ
う
な
天

気
で
し
た
が
、
高
橋
永
治
様
の

ご
指
導
で
、
一
本
一
本
丁
寧
に

植
え
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
た
ち

は
「
パ
パ
の
出
番
」
と
あ
っ
て
、

大
粒
の
汗
を
流
し
な
が
ら
活
躍

し
て
い
ま
し
た
。

　

秋
の
収
穫
が
楽
し
み
で
す
。

　

人
間
関
係
の
希
薄
化
が
問
題

視
さ
れ
て
い
る
今
日
だ
か
ら
こ

そ
こ
の
よ
う
な
活
動
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。

　

少
年
仲
間
づ
く
り
教
室
は
、

町
内
の
各
小
学
校
四
〜
六
年
生

を
対
象
に
、
学
校
や
学
年
が
違

う
仲
間
が
と
も
に
学
習
す
る
こ

と
で
、
心
身
と
も
に
健
全
な
児

童
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

開
講
式
は
五
月
二
十
二
日
に
、

児
童
二
十
四
名
が
出
席
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
堀
江
通
藤
田
小

学
校
長
か
ら
励
ま
し
の
こ
と
ば

の
あ
と
、
キ
ャ
ン
プ
、
創
作
活

動
な
ど
十
回
の
学
習
計
画
に
つ

い
て
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。

　

式
の
あ
と
は
、
早
く
友
達
に

な
ろ
う
と
、
い
ろ
い
ろ
な
ゲ
ー

ム
を
し
て
楽
し
く
交
流
で
き
ま

し
た
。
二
月
ま
で
仲
良
く
楽
し

く
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

�
�
子
育
て
教
室
�
�

�
�
少
年
仲
間
づ
く
り
教
室
�
�
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分譲　　　　は分譲済み 

58区画分譲中 58区画分譲中 

支払条件大幅緩和支払条件大幅緩和
●契約時に1割、残りは3年以内の分割納入
が可能に！ 

●借り入れによる一括支払の場合は3年間の
利子補給制度新設 
　（1千万円を限度に、2％について3年間利子補給） 

　
現
在
五
十
八
区
画
が
あ
り
、
先
着

順
に
要
望
区
画
が
選
択
で
き
ま
す
。

建
築
期
間
の
制
限
は
無
く
、
将
来
予

定
さ
れ
る
子
供
さ
ん
等
の
た
め
に
も

購
入
い
た
だ
け
ま
す
。
こ
の
機
会
に

是
非
現
地
を
ご
覧
下
さ
い
。 

　
詳
細
は
下
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
現
地
案
内
も
随
時
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
連
絡
く

だ
さ
い
。 

POINT 上・下水道完備 

POINT お求めやすい坪10.2万円から 

POINT 74坪～139坪のゆとりの立地 

POINT 段差のない車道と歩道 

恵まれた立地条件 国見IC藤田駅 まで数分 

POINT 憩いの緑地公園4カ所 

POINT

国見町企画財政課 
kikaku@town.kunimi.fukushima.jp

　
平
成
十
一
年
度
に
一
六
二
区
画
の
分
譲
開
始
以
来
、
毎
年
着
実
に
販
売

を
進
め
、
既
に
一
〇
四
区
画
を
分
譲
、
残
り
五
十
八
区
画
と
な
り
ま
し
た
。

厳
し
い
経
済
状
況
の
も
と
、
緩
や
か
な
が
ら
着
実
な
る
前
進
が
図
ら
れ
て

い
る
の
は
、
国
見
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
恵
ま
れ
た
環
境
と
安
心
に
よ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
既
に
八
十
世
帯
二
六
〇
人
を
超
え
る
方
々
が
移
住
さ

れ
、
半
数
以
上
が
国
見
に
移
り
住
ま
れ
た
方
で
、
定
住
化
構
想
も
前
進
し

て
お
り
ま
す
。「
国
見
町
が
国
土
交
通
省
の
補
助
の
も
と
、
し
っ
か
り
造
っ

た
も
の
だ
か
ら
、
安
心
さ
ら
に
格
安
」
こ
の
こ
と
を
大
切
に
、
既
に
入
居

さ
れ
て
い
る
方
を
は
じ
め
多
く
の
皆
様
に
信
頼
・
支
援
さ
れ
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。 

着
実
な
る
前
進
　
安
心
確
実
の
分
譲
地

着
実
な
る
前
進
　
安
心
確
実
の
分
譲
地 

着
実
な
る
前
進
　
安
心
確
実
の
分
譲
地 

編
集 

発
行 

国
　
見
　
町 

〒
9
6
9
―
1
7
9
2 

福
島
県
伊
達
郡
国
見
町
大
字 

藤
田
字
一
丁
田
二 

2
の
1
 

T
E
L
0
2
4
―

5
8
5
―

2
1
1
1
 

F
A
X
0
2
4
―

5
8
5
―

2
1
8
1
 

E-m
ail som

u@
tow
n.kunim

i.fukushim
a.jp 

U
RL w

w
w
.tow

n.kunim
i.fukushim

a.jp/

こ
の
印
刷
物
は
、
古
紙
配
合
率
1
0
0
％
再
生
紙
及
び
 

「
大
豆
油
イ
ン
キ
」を
使
用
し
て
印
刷
し
た
も
の
で
す
。
 

森　

江　

野　

小　

学　

校

�
「
う
ち
ゅ
う
へ
レ
ッ
ツ
ゴ
ー
」

　
　
　
　
　

２
年　

宍
戸　

天
聖

▼「うみのかみのりゅうを
　　　あやつるあやつりびと」
　　　　　２年　佐藤　航平

「くもがぐるぐるやみのつき」�
　２年　渡邉　真帆


